





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Ⅴ ま と め
1．親のきょうだい観・子育て観の変容について
本研究では，障害のある子どものきょうだいを育
てる親の直面する課題に着目し，親自身を支援する
ためのプログラムを作成して，セミナーを実践した。
実践の経過に即して参加した親のきょうだいい観や
子育て観を継続的に検討することにより，その変容
を確認することができた。当初，親たちは，同胞が
いることできょうだいに様々な側面で負担をかけて
いるという申し訳なさを感じている一方で，同胞と
比べて不公平な扱いをしているつもりはなく，きょ
うだいには，同胞とけんかすることなく，同胞の世
話をしてくれ，親を助けてくれる存在，同胞の存在
を肯定的にとらえる自慢の子どもでいてほしいとい
うように，手のかからないよい子としてのきょうだ
い像を期待していることがうかがえた。
しかし，第2セッションで大人になったきょう
だい当事者の体験談を聞いたことから，きょうだい
の将来に関する不安が生まれ，きょうだいには同胞
に囚われることなく自分の人生を生きてほしいとい
う願いと，それとは裏腹に親が年を取った時にどう
しても頼らざるを得ない状況が来るかもしれない可
能性との間で葛藤を感じ，きょうだいの将来につい
て不安を感じ，参考となる話を聞くことの有意義さ
を感じるようになった。また，親の知らない時間の
きょうだいの気持ちや，親が見逃してしまいがちな
きょうだいの心の動きについて思いを巡らせるよう
になり，聞かなくてもきょうだいの気持ちが分かる
ということはないのだという考えや，無意識のうち
にきょうだいに親の思いを押し付けていたかもしれ
ないという考えを持つようになった。
さらに第3セッションでは，具体的なきょうだ
いの対応困難事例について話し合う中で，同胞の障
害を気にせず，嫌がったりせず，隠さず話せる人に
なってほしいという親の願いを尊重する考えと，きょ
うだいの同胞を恥ずかしいと思う気持ちや，同胞の
障害を説明できない戸惑いを踏まえ，学校でのきょ
うだいの居場所を守り，負担をかけずにきょうだい
の意思を尊重したいという考えの2つの対照的な
意見が明らかとなった。また，関連してきょうだい
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の友達に同胞の障害を説明するのは誰が適役かにつ
いて，きょうだい，親自身，学校の先生などそれぞ
れの視点からも意見が出された。これらの経緯から，
親の中には，当初抱いていた親の手を借りることな
く自立するきょうだい像への期待から，きょうだい
もまた，同胞のことで学校でも負担の高い状態にあ
ることに気づいて，きょうだいに多くを求め過ぎて
いたことに気付き，きょうだいの現実の思いに根ざ
した考え方へと変化が生まれてきたことがうかがわ
れた。
第4セッションになると，きょうだいが不公平
感を訴える事例を基に，小学校低学年の親からは，
きょうだいにも同胞にも同じように接するのが良い
とする考え，高学年の親からは年齢に応じて必要な
扱いは変えるべきであり，障害の有無も考慮しつつ，
よりきょうだいに配慮すべきだという考え，そして，
中学生の親からは不公平感の訴えが見られにくくな
る時期になることを踏まえ，年齢差を考慮した対応
をする考えが出され，きょうだいの発達に応じた対
応の違いをお互いに確認することができた。また，
第2セッションから生まれてきた，きょうだいの
気持ちを考えるという意識がますます高まり，きょ
うだいの気持ちを分かってあげることや気遣ってあ
げることの必要性を感じ始めている親の様子がうか
がわれた。
第5セッションでは，これまでの学びを踏まえ，
これからきょうだいにどんなことをしてやりたいか
が話題の中心となり，褒める子育てをしたい，一緒
の時間を大切にしたい，大事に思っていることを伝
えたいなど，親自身がこれから取り組みたいきょう
だいの子育てのポイントの具体案が複数出るように
なった。また，最初のセッションで出された同じ立
場の友達がきょうだいには必要だという考えが，親
グループと並行して開催されたきょうだい当事者同
士のセミナーで，きょうだいが自分だけが大変なの
ではないと感じてくれたことを嬉しいと感じる思い
に結びついたことが確認できた。
第6セッションでは，きょうだいについて考え
ると，気持ちが暗くなってしまう親の正直な気持ち
が吐露され，同じ子育て仲間がいることでその暗い
気持ちを切り替えられることが語られた。また，当
初きょうだいの負担感を危惧していた親が，さほど
負担を感じていないというきょうだいの本音を知っ
て安堵していることが語られ，お互いにセミナーに
参加したことで，それぞれの親が自らのきょうだい
の子育てに関する考えが変わったり，視野を広げた
りできたことを確認し合うことができた。
このような過程を経て，最終アンケートでは，以
下の4つの親の変容が明確化されるに至った。1点
目に，それぞれが，今後のきょうだいとのかかわり
に対する前向きな展望をもつようになったこと，2
点目に，親が過剰に心配するほど，きょうだいは自
分の置かれた境遇に不満を持っていないことに気付
いて，子育てへの安心感を得られたこと，3つ目は，
当初きょうだいに配慮していなかった親がきょうだ
いに気持ちが向けるようになり，きょうだいを心配
する気持ちが芽生えたこと，4点目にきょうだいが
小さいうちから，他のきょうだいとかかわる機会が
必要だという確信を得たことである。
2．親のきょうだい観・子育て観の変容を引き出
したセミナーの要因について
当初，漠然とした不安や必要感からセミナーに参
加した親がほとんどであったが，6回の実践を経て，
きょうだいを育てる親としての自らのきょうだい観
や子育て観を見直し，きょうだいの現状に即したか
かわり方を明確に意識することができたことが分かっ
た。このような変容を引き出したセミナーの要因と
して以下の4つが挙げられるであろう。
1点目は，参加者間の自由なディスカッションを
ベースとした活動であった点である。これにより，
各参加者は自分が置かれた立場や事情に応じて，気
持ちを言語化したり，情報交換をしたりしながら，
自らを振り返り，新しい視点を獲得するなど，親の
相互作用のなかで学ぶことができたと考えらえる。
2点目は，大人になったきょうだい当事者の話を
聞く機会があったことである。これによりきょうだ
いの将来に対する見通しや，現在，及び今後の子育
ての在り方に対するヒントを得ることが可能となっ
たと考えられる。
3点目は，きょうだい自身の直面している問題や
感じている気持ちに即して，学ぶことができた点で
ある。セミナーでは，具体的な対応困難事例につい
て話し合うとともに，実際のきょうだい児からの親
に宛てた手紙や，きょうだい同士での活動で出てき
た意見も取り入れた。このことによって，親はきょ
うだいが置かれている実情を理解し，それに応じて，
自らの考えを変容させることにつながったと考えら
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れる。
4点目は，ファシリテーターの存在である。親同
士が話し合いをベースに自らを変容させることがで
きる場を保障するためには，タイムリーに話し合う
べき適切な話題を選定し，必要な情報提供の場を確
保し，参加メンバーの関係づくりを促進する役割を
担うファシリテーターは，必要不可欠であると言え
る。
3． 今後の課題
今回の研究は，セミナーに参加した親の集団活動
における相互作用の結果として導かれた変容を明ら
かにしたものであり，分析にあたっては，個々の親
がおかれている状況や背景，その特質，同胞やきょ
うだいの状態等，個別の要件を含めていない。しか
し，実際には，一人ひとりの親は異なる事情を抱え
てきょうだいの子育てを行っているのであり，セミ
ナーによってもたらされる変容の状況も個々の親で
異なるはずである。今後はさらに，個別のケースス
タディを行い，親の変容をさらに緻密な視点で検討
していくことで，より妥当な支援プログラムの改善
へとつなぐ必要があると考える。
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